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12， 15， 18， 21， 24時，翌日 3， 6時の 9回測定したも
のである。 1B使用量は朝 6 時から翌日 6 時までの積~):
1まで示されている。日報データは各棟のサブステーショ









¥ 1976年 1977年12月22日側 l月23日(日) 1月26日附 l月30日(日)
調査戸数 27 25 28 26 
日平均気温 9.3 3.1 8.3 2.5 
天|午前 日青}時.1量雨 曇一時雪と雨 曇一時時後雨 日11量薄曇
1量 IR 1"/1 雨後曇後 E青~ 後 日書
{時考 測定は，O，1.4h以 6 hから測定除24htて吟刻毎 l刻 始
員眠気象データは大阪管区気象台による
袋一2 各戸アンケー トの回収状況
調査 日 回収戸数 回収率(%) f相 ;1'J 
1976年12月22日側 14 48.3 
1977年 l月23日(H) 17 58.6 生活時!日l
1月26日附 18 62.1 について
1月30日(日) 20 69.0 のみ調.1i:
2 月中 19 65.5 事岐fl.使間:Ii見について再調査
(注)f!l. L.アンケート調査の対象戸君主は29p
表-3 使用した消費量の単位
項 日 月Ill! f在 l 日量 l時間盆
給 j易 NmteBa/l}/j月・戸・戸
e /日 ・戸 e / h .)5 
Mcal/日・戸 「応lπ.)5
暖 房 Mcal/月・戸 Mcal/日・戸 Mcal/ h・戸





e/日・戸 e / h.)5 
11 ス ← 一一一/一日一・戸一一 一一一Mcal Mcal/ h .戸
なお，年[1斑liGcal/年・戸を用いた。
褒-4 給湯使用量及び熱」まの.>f均値.最大値，及び休日， 平日平均値
項目 月平均値(30日換算) 月平均値(1日当1)) 最 大値 休日干均 平日平均 休日平均値/平日平均値 休日.
期間 m'/月.pMcall月・戸 t/日・戸 Mcall日'p t/日・戸 Mcall日.ptl日戸 Mcal/8'p tl日'p Mcal/B .p 使問量 熱量 千日日数
1月11日
4.8 225.9 159 7.5 %204 9.2 180 8.4 155 7.3 1.2 1.2 休日4削-12月10日 干日22
12月1日 U 235 194 9.8 1.1 休日 6(4)-1月10日 5.3 266.9 175 8.9 12.2 (214 ) (I0.8) 170 8.7 (1.3 ) 1.1 平日25
l月11日
5.6 289.6 187 9.7 X. 238 12.4 219 11.4 180 9.3 1.2 1‘3 休日5ー21110日 'f日26
2月11日
5.3 266.9 187 9.5 %幻5 14.2 227 11.7 179 9.1 1.3 1.3 1本日 5-3)JJO日 平日23
3月1日
5.3 252.3 170 8.1 %加 9.9 227 10.9 159 7.6 1.4 1.4 休日 6-4月10日 日25
11-311平均 5.3 2ω3・1 176 8.7 / / 2ω剖 10.5 169 8.4 1.2 1.3 休、F日合計J十2側(1301.6) (213) (10.6) (1.3 ) ( 1.3) 日合 121 
※ 1 ( )内は 5ヵ月間の積算量Mcal/戸
※ 2 ( )内は 1月1日ω， 1月2日(日)を解析から除いた場合
員百3 給湯停止のため11月14日(日)まで解析から除いた.














~i. i品が低かった。一方平日 2 日は天気が悪< ，気温が高
かった。以下の解析には，この影響があると思われる。
図 4 ~ 自 に平日 2 日，休日 2 日の計 4 日間行なった，
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( 3 ) 
X1 片平均値(30日換算)wド灼値(1日当リ)最大白Mcal/月・戸 Mcal/日・戸 Mcal/日.p
11月11日 711.9 27.7 % 30.00 -12月10日
12月11日 844.7 28.2 % 36.31 -1月10日
1月1I日 924.8 30.8 % 37.20 -2月10日
2月1日 808.1 26.9 ?(， 38.77 -3月10日
3 F111日 586.2 19.5 ~ 24.98 -4月10日
1-3月 780.4 25.8 ~ J十151日
- 118ー 住 居
?
表-6 各戸時間量調査による給湯・水・電気・ガスのl日泣ぴピーク時使用量
12/22附 1/23(日) 1/26附 1/30(日} '1" 8日平間均J) 休(2日日平間幼) 金(4 平日/10灼) ( 2 
1 8使用量 203.5 213.8 214.3 255.3 208.9 234.6 221. 7 
e/戸
ピーク時畳 (23 h ) (21 h ) (21 h ) (22 h ) 38.7 52.1 45.4 
給湯
14!周 37.6 38.4 39.7 65.8 
l日使用量 10.2 10.9 11. 1 13.3 10.7 12.1 11.4 
Mca1/戸
ピー ク時量 (23 h ) {21h9 ) (21 h ) (22 h ) 
使用 1.88 1.95 2.05 3.42 2.00 2.69 2.33 
水 1日使用量 261.0 445.6 309.8 409.5 285.4 427.6 356.5 
e/戸 ピ- 7 時量 (10 h ) (12 h ) (21 h ) (12 h ) 56.7 69.4 63.1 使用 70.0 91.2 43.4 47.6 
電 会1 1日使用量 3.64 3.98 3.09 4.15 3.37 4.07 3.72 
kWi>/戸 'ピー ク時畿 (20h2 ) (20 h3 } (21 h ) (20h3 } 0.28 0.33 0.30 使用 0.29 0.31 0.27 0.34 
背 ス 1日使用量 289.2 392.5 369.7 422.4 329.5 407.5 368.5 
e/戸 ピーク時昼 (20h) (19 h ) (19 h ) (20h) 52.5 77.8 65.0 使用 39.7 89.8 64.6 65.7 
4'.倒的測定 測定は
f絹 考 時刻が他的 6 hカ・ら
日と典なる.
図-9はエネルギー ・センターで2-3時間毎に測定して






前と午後に顕著な ピ クー のある21幻型を示している。午
前中のピークは平日，休日ともあり，休日のピ-71;1:'j! 
日より ]- 2時間返れて生じている。13-]8時頃平日 1;1:
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図-7 電信使用量の日変化 ・1.41 r1 1 I :-1.4 
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図ー1 時綱 崎鋼
ω __LfU_J 各戸月間量調査の結果によるエネルギー消費の内訳
/図中( )内は月間使用量に対する百分率(%) ) 
1暖房はエネルギー ・センタ一向日掛デ ター による. ) 
日L エネルギー消費量 (XJ()3Mc.t/月・戸)
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図ー10 暖房熱最の日変化 XJ03Mc.tl月・戸
図-8 ガス使用量の日変化 (ムネルギー・センタ一日報より)






側 .平日 (:t.7 -9時に小さなピークが見られる。休日
は9時頃から次第に使用足が多くなる。
昼 :休日は平日の約 2f音の使用量がある。




















Mcal/ f.!・戸 (45.3Mcal/日・戸) となっている。
エネルギー消費の内訳を見ると， 11月かり 3月迄の 5





























間毎. 12-ヨ世日8時迄は 31時間毎の実ilJ他であり 2-
3時KlH直を時間当たりに換算したものである。
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休日 2 日 ~t4日間の生活時間借アンケート調食結果とか













なお，洗液回数は毎日が3戸. 1日おき 1戸. 2日おき













図は省 くが， 般ー的には7時頃に ピ-7があり. 23日時
頃にも小さなピ-7がある。 しかし.6 -9時の間にほ
ぼ集'i'している。又.of B.休日 ともに ピーク時の特徴
は比られない。洗面と言う三楽に， トイ レの使用等も含
んで答え られている Lのと いない もの とが考えられ，一
慨に評価できなかった。
⑤ふさMI徐





食事H与にピ-7とな ってい ると言えよう。 会戸アンケー
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図ー16 給湯・水・11ス使用量と各戸アンケート調査結果による用途(18戸)
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16，さらに時刻IJ~'J IHe ITJ泣から求めたピーク :B現時刻を
図ー17に示す。この節では各lciアンケートに[11答がれ}ら
れたft戸のみを対集に巧'r;iする。
1t r;アンケー トカeイi*fJであった{主Ii の 11 、ドj~)f叱}甘;止
( e /日・戸)と')ぷIiIJLE，;のそれと比較すると.j9IJえ!;l.'， 19 
77年 l月30臼([3)の地fT，'来iH1Jf主戸 (26戸)で、!;t.給湯 ・水
すえの順に276f /日・戸，382 e /日 ・戸，392e /H・戸で，
























皮 I'i めるか . 図ー 17 に ，1~す。これによると ~'}I. {i:. 夕食
時におけるピー7ft何li'1< Hにはそれぞtl約3001，10% 
50%であリ.休日 I.t，':~H!:食.夕食時に それぞれ約35%司
5501>である。従って、1'- 円 . 休日ともに食.~五時tニー日 1定例
:， : のキ~J90% を使/Ilしていると巧えられる。
③水使用について
水使用のm;主として， まず洗濯，入浴， 炊 'J~. 水洗1記
1;十て事のf史}刊が4-えられる。 '1二，jirl'は明らかに汎ifによっ
( 9 ) 
てピ-7が現われて おり，じドI::l，休[1では時五1Iのずれは














1It:1)}料全!i:;izMi市'1とな ってお り. 11 rJよリヨ翌年3月ま








29fII/100 e .怜泌Ifl水代 6111/100eの{':-，.!'fl(iとする。な
l.~集之宣言第二図地 o 5 10 15 (XlO'円)
冬季期間平均 「一一一+一一
(1官伴1月‘l勿7年3月)，-軍ガえ 給渇














※ l 各月の光熱費は 1ヵ月を30日として補正してい
る。









































①表 -7で各戸時Htl凋炎 (4 日問、 25-281i)の結果
によれば， 1日il'j'1~{，l: I .J: 200 -250 e / R • r i であリ ， ‘I~l勾




事1 鴻 鴫 m 水 電 気 修，..
"戸時間量鯛lf骨戸月間量調査".. →"..1"-， 品川ト-t:..f-BI-r-I 畠戸時盟量調査 畠戸月間量圃金 骨戸・・圃量調査 畠戸R圃量a量 畠戸崎掴量圃量 畠筒月間量圃I
1'8-，・(MuIl8.;l)I r/H'Pi肱.]，目・戸1 "目・削除.'1目，1) Mcal日戸 I1日ー 戸 I./~ ・戸 kWhl日戸 kWh/日・戸 I!日.，_， I I1日.p
12H22日同
1日量 ぬ4 (10.2) 155 (7.7) 27.3 261 3.64 289 
時間最大・ 37.6 (1.88) 70.0 0.32 39 7 
1 !123日旧} l日量 214 (10.9) 
221 (11.3) 31.7 446 3.98 392 
時間最大 38.4 (1 95) 91.2 0.31 89.8 
日 11126日同 1 B量
214 (11.1) 1闘 (9.5) 29.3 310 3明 370 
時間最大 37.7 (2.05) 43.4 0.27 制 6
III却日制
1日量 255 (13.3) 238 (12.') 33.4 410 '.15 422 
時間最大 65.8 (3 421 47.6 0.34 65.7 
.~ 日平 均 209 (10.7) 169 (861 28.3 主晶 3.37 耳却
軍' 体 日平 l!J 235 (12.1) E却 (119 32.6 428 • 07 ‘01 
金平均 1 B量 222 (11.4) 2∞(10.3) 30.5 357 372 369 
(4 U間) 時間量大 45 (2.ね} 日 030 65 
1 平均 140 (7.081 
159 (7.5) 23.7 2叩 3.4 340 
月最大日 204 (9.2) 30.0 
12 
平均 目。 (8品) 175 (8.9) 28.2 3相 3.4 320 
fI 円最 k日 235 (12.2) 36.3 
4 同 1曲(10.2) 187 (9.71 却 8 草加。 3.5 320 
月最大目 238 (12.41 37.2 
別 2 平均 173 (9.31) 187 (9 5) 26.9 2岨 3.6 却3
月量大目 275 (14.2 38ι 
3 
半島J 163 (7田} 170 (8.11 19.5 315 3.4 273 
円量 k目 206 (9.9 25.0 
期間平均 1日何回} 176 (8.7) 26.0 299 3.5 311 
(注)給湯の欄の( )内は単位がMcall日・戸またはMcal/h'戸
楽 l 大阪ガス滋之官エキルギー・センタ ，ーエネルギープラント運転回線よリ転紙




e /日・戸でj制問、fl与は163e /日 ・戸，最大月は l片の180
e /口.t-iである。エネルキー・センタ一日報データによ














と 'Æ品1I 日により比較的安dのがあった。 4 日 1111 ‘ Il. t~JI;t 357 




















①f千戸時間:止‘剣先に上れば. ガス消費況は290-420e / 
u.pであり， 4 R HlI ‘ 1-: .t~J で36ge /日・，iであった また.
休日は平日の約I.2j占のがi伐Jtl=となっている.各").ltn 
_:，(調査によttli.5ャ)Jll‘F均で311e / H .戸であった
②J司-1t1.tiJ也のガスN!川はほとんど炊・1';のみに限定されて
いるため，ガスìl~ 'f~ lti の H 変化は，食目I~U寺 1止にピー 7 が
J)Lわれている。ヂ1.イ4日ともIn寺咲から使fIlhlが多く






ネルギ-il~1Yの内ぷを見ると， 11月から 3 月迄の 5 ヶ月
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Summary 
This papel' deals with the research for the energy and water consurnption on housing estate which equiped 
district heating and hot-water supply system which has been utilized heat from incinerator. 
The purpose of this research is to investigate the influence of its system in comparison with the energy 
and water consumption， life styles， fuel and light expenses. The colected data are from November 1976 to 
March 1977. 
The resu lts are as fo lows 
1 . The energy consumption of electricity， gas， hot-water supply and heating are 89 Mcal/month/household， 
42 Mcal/month/household， 259 Mcal/month/household and 780ν!cal/month/household， respec tive Iy. 
2 . The water consumption is 9.0 m3/month. 
3. The fuel and light expenses are 11548 yen/rnonth/household. 
These results are slightly greater than another housing estates. 
1n the circumstances of the social demand for energy saving， it is desirable to utilize the incinerator for 
district heating and hot-water supply. 
(12) 
